
第22回GSJシンポジウム 
アカデミックから身近な地質情報へ 

 
オンライン辞典のメタデータ：	
  

GEOLIS	


地質調査情報センター	
  

菅原義明	




全てのデータのオリジナル
がGSJにある。	


GEOLISとは	


地質調査・研究の基礎となるメタデータ	
  
	
  
研究所で所蔵している次の文献資料・地図類の“目録データ”	
  
①日本人作成文献	
  
②日本地域に関する文献録	
  

　　採録資料の８０％が文献交換資料・寄贈資料である。	
  
　　　一般に手に入りにくい情報が多い	


	
  
	


国立国会	
  
図書館目録の
地質情報版	


そもそも	




•  明治時代から文献交換による集積を開始	
  

現状 
��文献交換先（157カ国の1245機関） 
��蔵書数�図書で約4万冊�地図は10万枚 
������雑誌タイトルは2万タイトル（廃刊を含む） 
その結果 
���GEOLIS登録データ数 
�����約47万件�（年1万件~2万件増加） 

ソーシャルメディア発信	

延々と続く	




GEOLISの課題	

•  データ収集がしにくくなっている	
  
＊紙媒体に印刷されなくなってきている	
  
　	
  GEOLISの年間登録データの30％（約4,000件/年）が、	
  
　 オンラインジャーナルタイトルになっている。	
  
	
  

•  情報を検索する作業が複雑化している	
  
　*検索するためには直接人手でホームページを開くしかない	
  
　*検索の主流である検索サイト(Google,	
  Yahoo等）から	
  
　　データベースのデータを検索できない制限がある。	
  
　　・ 使うためのデータのIDがまちまちの場合がある。	
  
　　・ インターネット上での連携がとりにくい。	
  

	


データ作成している
我々の	




データ収集自動化	

解決策	
  
•  オンラインジャーナルの国際出版社が提供しているデータ（RSS）を自動収集　	
  
•  出版社の変更や配信データの変更に機動的に対応してカスタマイズ　　　　　　　　　　	


最先端の技術を駆使しよう	




GEOLIS検索の最新機能	
  
★パーマリンクの作成提供	
  

	

•  インターネット上での固定URLを作成する。	
  

	
  
•  データベースの中身をgoogle	
  クローラーに解放する。	




「島根の大地みどころガイド-­‐島根地
質百選-­‐」の出版活動(ポスターセッ
ション)(演旨)	
  
論文題名(英語)=Publishing	
  of	
  
'Guidebook	
  to	
  the	
  Geology	
  of	
  
Shimane:	
  100	
  Geosites	
  in	
  
Shimane'(poster	
  session)(abs.)	
  
著者（日本語）=高須　佳奈！島
根地質百選編集委員会	
  
著者(英語)=TAKASU	
  Kana	
  !	
  Editorial	
  
CommiSee	
  of	
  '100	
  Geosites	
  in	
  
Shimane'	
  
資料名(日本語)=地学団体研究会総
会講演要旨集・巡検案内書	

資料名(英語)=Abstracts	
  and	
  
Excursion	
  Guide,	
  Annual	
  MeeWng	
  of	
  
the	
  AssociaWon	
  for	
  the	
  Geological	
  
CollaboraWon	
  in	
  Japan	
  
巻=67	
  
頁=150-­‐150	
  
発行年=2013	
  
発行者(日本語)=地学団体研究会	

発行者(英語)=AssociaWon	
  for	
  the	
  

Geological	
  CollaboraWon	
  in	
  
Japan	
  
論文の言語区分=JA	
  
資料の種類=SE!CO	
  
国名コード=JPN	
  
地図の種類1=　	

縮尺=0	
  
国名=日本	

ID=201323143	
  
	
  

	


•  Google,	
  Yahooなどの検索エンジンからデータ検索が可能、
自分のホームページに引用文献として個別IDでリンク可能	
  
　	


GEOLIS検索の最新機能	
  
★ハイパーリンクの作成効果	
  

	




　　　　	


GEOLIS検索の最新機能	
  
★外部インターフェースの作成	




•  様々なデータベースとの連携が可能となる。	
  
•  ホームページ上でGEOLIS検索のカスタマイズができる。　 

	
  

GEOLIS検索の最新機能	
  
★外部インターフェースの効果	




現在のGEOLIS検索	

我々の努力の結果として	


どこからでも	

GEOLISデータ
が取得できる。	




　オンライン辞典としてのメタデータ	


　　　　・必要な時に検索できる。	


　　　　・必要な時に自分のシステムにとりこめる。	

	


たとえば・・	


1.　自分の住んでいる地域を説明している論文やレビューをみたい。	


2.　郷土の地史を勉強したい。	


3.　データベースを作成しているが、論文リストを付け加えたい。	


4.　調査範囲の論文データを常に最新情報で把握しておきたい。	


　　	


めざすところは	




	
  
	
  

終	



